
                            

                            

                            

 
 

 

 

【四谷地域センターのホームページ URLは http://ycc.tokyo/】 

注
意 

シ
リ
ー
ズ
「
四
谷
の
公
園
」 

 
 
 
 
 
 
 

～
愛
住
公
園
～ 

 

四
谷
愛
住
公
園
は
愛
住
町
の
四
谷

ひ
ろ
ば
・
お
も
ち
ゃ
美
術
館
（
元
四
谷

第
四
小
学
校
）
の
北
隣
に
あ
り
ま
す
。 

小
さ
な
崖
を
利
用
し
た
上
下
二
段

の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
公
園
で
、
斜
面
を

利
用
し
た
幅
広
の
二
つ
の
滑
り
台
が

目
を
引
き
ま
す
。
通
路
も
階
段
と
坂
道

が
あ
り
、
舗
装
に
も
変
化
が
つ
け
ら
れ

て
い
て
楽
し
く
歩
け
ま
す
。
ブ
ラ
ン
コ

や
砂
場
、
ミ
ニ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
の

遊
具
・
遊
び
場
も
そ
ろ
っ
て
い
て
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
開
園
か
ら
86

年
目
を
迎
え
ま
す
。 

油
断
大
敵
☆
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
・
・ 

日
常
の
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク 

で
感
染
対
策
を
！ 

大
切
で
す 

一
人
一
人
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 
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絵
画
館
前
通
り
、
西
側
の
南
に
面
し
た

植
え
込
み
の
中
に
、
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

黒
松
が
あ
り
、
か
た
わ
ら
に
「
お
鷹
の
松
」

の
石
碑
が
あ
る
。 

 

三
代
将
軍
家
光
が
、
鷹
狩
り
の
途
中

境
妙
寺
と
い
う
古
寺
で
休
息
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
以
前
、
江
戸
城
内
か
ら
飛
び
去
っ

た
「
遊
女
」
と
名
付
け
た
鷹
が
飛
ん
で
き

て
庭
の
松
の
木
に
と
ま
っ
た
。
喜
ん
だ
家

光
は
こ
の
松
に
「
遊
女
の
松
」
と
名
付
け

た
。
数
年
後
、
渋
沢
栄
一
の
書
に
よ
り
「
お

鷹
の
松
」
と
石
碑
に
添
え
ら
れ
昭
和

54

年
石
碑
を
現
在
地
に
移
し
新
た
に
黒
松
を

配
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
松
は
三
代
目
に

な
る
。 

         

絵
画
館
前
庭
、
池
の
東
側
植
え
込
み
の

中
に
「
名
木
ひ
と
つ
ば
た
ご
」
と
記
さ
れ

た
五
メ
ー
ト
ル
位
の
落
葉
樹
が
植
え
ら
れ

て
い
る
。
以
前
、
外
苑
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
北

側
六
道
の
辻
と
い
う
場
所
の
民
家
の
庭
に

あ
り
、
名
前
が
わ
か
ら
ず
「
な
ん
じ
ゃ
も

ん
じ
ゃ
の
木
」
と
か
「
六
道
木
」
と
よ
ば

れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

  

絵
画
館
の
西
端
植
え
込
み
の
中
に
サ
ハ

リ
ン
の
旧
日
露
国
境
を
示
す
実
物
大
の
模

型
が
あ
る
。
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
よ
り
北

緯

50

度
以
南
の
サ
ハ
リ
ン
は
日
本
領
と

な
っ
た
。
そ
の
標
石
に
は
南
側
は
日
本
領

を
示
す
菊
の
御
紋
章
が
北
側
に
は
旧
帝
政

ロ
シ
ア
領
を
示
す
双
頭
の
ワ
シ
が
刻
ま
れ

て
い
る
。 

 

 
 

 

絵
画
館
裏
の
正
面
に
椎
の
大
木
が
あ
り
、
そ

の
下
に
「
葬
場
殿
跡
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が

あ
る
。
明
治
天
皇
の
葬
儀
は
青
山
練
兵
場
跡

で
行
わ
れ
た
。
こ
の
石
碑
は
葬
場
殿
が
設
け

ら
れ
た
場
所
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

          

明
治
神
宮
外
苑
競
技
場
（
現 

国
立
競
技

場
）
で
行
わ
れ
た
学
徒
出
陣
壮
行
会
か
ら

80

年
「
生
き
て
帰
る
つ
も
り
は
な
い
！
」

と
い
う
言
葉
を
残
し
戦
場
へ
お
も
む
い
た

青
年
た
ち
の
心
の
う
ち
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
・
・
・
。 

  
信
濃
町
駅
か
ら
外
苑
に
入
っ
て
す
ぐ
左

側
歩
道
橋
を
降
り
た
付
近
（
四
谷
千
日
坂
上

あ
た
り
）
は
滝
沢
馬
琴
最
期
の
地
で
あ
り

「
南
総
里
見
八
犬
伝
」
完
成
の
地
で
も
あ
る
。 

  

聖
徳
記
念
絵
画
館
前
方
よ
り
、
ま
っ
す
ぐ

の
び
る
銀
杏
並
木
は
四
季
を
通
じ
て
美
し

い
眺
め
で
す
。
特
に
晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

黄
金
色
に
輝
く
銀
杏
は
圧
巻
。 

 
 

 

イ
チ
ョ
ウ
が
芽
生
え
た
の
は
一
九
〇
八

年
新
宿
御
苑
に
あ
っ
た
す
べ
て
同
じ
イ
チ

ョ
ウ
の
木
の
種
か
ら
取
り
、
育
っ
た
同
い
年

の
「
兄
弟
木
」
で
す
。 

ち
な
み
に
外
苑
の

イ
チ
ョ
ウ
並
木
は

146

本
の
う
ち
９
割
の

102

本
が
雌
の
木
で
あ
る
為
「
兄
弟
姉
妹
木
」

に
な
り
ま
す
。
一
九
二
三
年
植
え
付
け
が
開

始
さ
れ
た
が
同
年
発
生
し
た
関
東
大
震
災

で
一
時
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
植

え
た
時
は
６
ｍ
位
だ
っ
た
イ
チ
ョ
ウ
は
今
、

最
も
高
い
も
の
で

20
ｍ
以
上
。
木
は
今
年

で

115

年
、
地
域
の
私
達
に
と
っ
て
は
大
切

な
子
ど
も
達
な
の
で
す
。
明
治
神
宮
は
国
費

で
、
神
宮
外
苑
は
今
で
言
う
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
造
ら
れ
た
大
切
な
場
所
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
「
み
ん
な
の
外
苑
」

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
出
来
る
限
り
今

の
姿
を
と
ど
め
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

       

文
化
の
街
あ
れ
こ
れ 

 
 

神
宮
外
苑 

～
み
ん
な
の
外
苑
～ 

前
号
で
紹
介
し
た
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
外
苑
・・・ 

今
号
で
は
あ
ま
り
目
に
つ
か
な
い
史
跡
等
を
ご
案
内 

お
鷹
の
松
（
遊
女
の
松
） 

名
木
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
」 

サ
ハ
リ
ン
の
旧
日
露
国
境
標
石 

明
治
天
皇
の
葬
場
殿
跡 

 

出
陣
学
徒
壮
行
の
地
の
碑 

 

滝
沢
馬
琴
旧
居
跡 

い
ち
ょ
う
並
木 

 
 

資料「四谷散歩」安本 直弘 著 
協力 四谷図書館 
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（他にも芸術サロンや子ども映画会などを実施しています） 

「盆踊り練習会」大人気！ 
夏休みの親子体験「和菓子ねりきり作り」はパパも真剣☆ 

「夏休み子ども書道 
教室」 

 とっても上手で 1F 
 に展示もしました 
 

「ひまわりブーケ作り」中高生は最後の作品撮りまで上手☆ 

「サロンコンサート」一緒に歌も口ずさんでいます♪ 

「夏休みラジオ作り講習会」真剣です！ 

「ハロウィンリース作り」 
 小学生も一生懸命作っています 

新宿区地域コミュニティ 
事業助成による事業 
「名探偵あそび」 
子ども達は考える力をつけて立派な名探偵になりました！ 

新宿区地域コミュニティ事業助成による事業「川越バスツアー」 
主に四谷地域の方達が参加した日帰り
ツアーで、小江戸川越街散歩や昼食会、
サイボクハムでのお買い物の前に、醤
油工場「醤遊王国」を見学。皆さんに四
谷地域センターを更に知っていただく
事も出来て楽しんでもらえました。 
 

 

１位 花園 新二扶美世会 (1位)左門町Ａ 
アイラブ 
大京町 

第一勧業 
信用組合Ａ 

２位 アイラブ 
大京町 

新宿園町会Ｂ (1位)大京町ラブＢ 
四谷 

スポッコ 
大京町 
ラブＡ 

３位 第一勧業 
信用組合 

新宿園町会Ａ 大京町ラブＡ 舟町町会 
第一勧業 
信用組合Ｂ 

 

10月 1日実施「コミュニティスポーツ四谷地区大会」の結果報告 
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四谷地域センター運営委員会 主催 

令和 5年 10月 29日（日）開催 

「四谷文化祭」 
コロナで開催出来なかった４年間のブラ
ンクを感じさせない程、多くのお客様が
ご来場くださいました。今回は各ブース
で若い方々の活躍が目立ち、盛況に終
わったお祭りとなりました。展示やブース
が盛沢山！その一部を御紹介します！ 



新宿区四谷高齢者総合相談センター

高齢者総合相談センターには保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャー等の資格を持つ職員が

います。介護に関する相談はもちろん、健康や福祉、医療や生活に関することなど、相談内容に

合わせて適切なサービスや機関、制度の利用などにおつなぎします。

主な相談内容

・介護保険に関すること

・医療に関すること

・認知症に関すること など

毎月約450件の

相談を受けています

転ばないよう運動したいので、運動ができるところを教えてください

腰を痛めてしまって、掃除や買い物に困っています

遠くに行けないので家に来てもらって相談したいです

困っていること、相談したいことがあったらまずはご相談ください

四谷税務署や三栄公園すぐそばの

四谷保健センター等複合施設4階

エレベーターを降りて最初の窓口です

開所時間内であれば予約等不要です

お気軽にお越しください！

四谷高齢者総合相談

センター

窓口受付時間

月～土

AM9時～PM5時30分

(日、12/29～1/3除く）

新宿区四谷三栄町10-16

四谷保健センター等

複合施設4階

TEL

03-5367-6770

FAX

03-3358-6922

忘れっぽくなってきて不安だな、認知症じゃないか心配だなあ

たとえば・・・

・最近物忘れが気になってきた ・初めての介護に不安がある ・お金の管理が心配

病院に連れていくのが大変だし、先生が家に来てくれたりしないかな
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未
就
学
児
が
利
用
で
き
る
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
、
お
も

ち
ゃ
や
絵
本
等
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
更
に
人
気
の
場

所
と
し
て
開
館
日
の
９
時
～
19
時
ま
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
ご
来
館
の
際
は
11
階
で
受
付
を
☆ 

        

 

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
企
画
や
運
営
、

地
域
誌
作
成
な
ど
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
お
手
伝
い
を
必
要
と
し
て
い

ま
す
。
任
期
は
令
和
６
年
４
月
よ
り
３
年
間
。
応

募
締
め
切
り
は
令
和
６
年
２
月
29
日
（
木
）
で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

   

 

編

集

後

記 

長
く
暑
か
っ
た
夏
、
短
か
い
秋
、
か
け
足
で
や

っ
て
き
た
冬
。
師
走
を
迎
え
今
年
も
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
・
国
内
で
考
え
さ
せ
ら

れ
る
事
ば
か
り
で
す
が
、
新
し
い
年
は
皆
が
穏

や
か
で
安
ら
げ
る
時
の
流
れ
の
中
に
居
ら
れ
る

事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

今
年
も
一
年
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
あ
た
た
か
な

お
力
添
え
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
に
と
っ
て
新
し
い
年
「
辰
年
」
が
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

プ
レ
イ
ル
ー
ム
（
12
階
）の
ご
案
内 

 

運
営
委
員
を
募
集
★ 

編
集
・
発
行 

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

編
集
委
員
会 
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